









































7) 講演は残余時間(カウントダウン)表示とし、質疑応答は経過時間(カウントアッ 70 )表示とする。
8) 1) で述べた各時間毎に LED の発光色を変化させ、なお一層の視覚性を高める。





いていることが多いので、とりあえず A---....G の英字を LEDで構成し必要に応じ拡張可能にする。
以上の機能を備えることにより昨年来の問題点・改良点をクリヤーすることになる。
3. 回路構成
図 1 は製作した S-CLOCKの外観図で、図 2 は回路基板の実装図である。回路基板はわハヤト社







図 3 S-CLOCK のブロック構成図
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時間表示器は時計用 1 C 4 桁アップダウンカウンタのデータ(O~59分59静)を表示し、講演番号表示
器は 1 0 進 2 1/2桁アップダウンカウンタのデータ(O~199) を 7 Segment L E D で常時表示している。
なお、 LED 点灯はダイナミック駆動し低消費電力化を計っている。
使用した論理回路素子は、 CMOS タイプの 74HC シリーズ (1) .ω で電源電圧は 2""6Vで
動作保証されている。このため直流電源は、単 1 乾電池 X4 本を内蔵することとした。
3-1. 時計回路
図 4 は時計部分の回路図で当装置の主要部分であり開発に苦労した部分である。時計用 1 C には
MAXI M (旧 INTERSI L)社の 1 C M 7 2 1 7 B (4-Digi t (LED) Preset table Up/Down Counter) (4) を使用し
た。 l 秒のクロック信号はSEIKO-EPSON社のプログラマブル水晶発振器 SPG8651B 山を 1 0 
kHz に出力設定し、これを 1 0 進カウンタ 74HC390 と 74HC4017で分周して得ている。ここで多段
の分周を行っている理由は、 ICL7217Bのレジスタやカウンタに逐次時間データをロードするタイミ
ング発生回路 (Timing Circuits) のためである。時計データがレジスタデータと一致すると EQUAR
信号が発生し、講演時間終了時である O になると ZERO信号が発生する。各時間設定器には 1 0 進デ








1 Segmen t 当たり 4 個の超高輝度赤色
LED で 7Segmen! を構成し、文字高
さは 8 0 rnmである。最大 1 9 9 までの
番号を表示できるが、これ以上の番号
表示にも容易に変更できる。番号の設
定は 1 0 位、 l 位の各桁を任意に増減
できるようにした。当然のことながら
図 4 時計部の回路図




図 6 は時間表示部の回路図である。時間表示は前出の時計用 1 C からの Segment と Di g i t 信号で
駆動する。表示器には高輝度 2 色 L E D CGreen , Red) を使用した。 1 0 分と 1 分の桁は lSegment
当たり 3 個の LED で 7Segmentを構成し文字高さは 5 5 mm で、 1 0 秒と 1 秒の桁は 1 Segment 当










が長くなるために赤外リモコン操作とした。図 7 は赤外リモコンの送受信回路である ω. (7) 。
このリモコンでは、講演開始時のスタート、時間の停止/再開、ベル停止/解除、 2 人連続講演の
設定/解除、講演番号の 1 0 位と 1 位の各桁を設定するためのUp/Down の 8 機能を操作でき
るようにした。ところで講演番号設定の信号だけはボタンを押している間連続して送信できる。





















①講演開始 ⑤ 1 位 Up
②時間停止 @I 位 00川
③旬停止 ⑦ 10位 Up






設計仕様 9) で述べた機能を付加した。この機能の操作は、 1 人目が講演開始してから予鈴の聞に
リモコンの 2 人連続講演ボタンを押すとこの機能が設定されぬ l 人目の講演時間が終了し 0 になる





設計仕様 1 0 )で述べた機能も装備した。この機能はベル押し係の気配りを考慮したもので、静寂
な講演会場に必要以外のベル騒音を発生させないために、リモコンのベル停止ボタンを押せば直近
の告知ベルは鳴らないようにした。ただし 1 設定は 1 度だけ有効で、例えば講演終了鈴は鳴らない
ように設定しでも次の告知時間である質疑応答時間終了鈴は再度設定しない限りベルは鳴ります。
6. 実用化テストの結果
私の派遣先である情報工学科の卒業研究発表会 (91 テーマ)と修士論文公聴会 (31 テ-?)において、演壇
の黒板右上部に設置し実用化テストをさせてもらった。この時の設定時間は卒研発表会が講演時間
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